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はじめに
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マニュアル体系
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マニュアル体系

各種ソフトウェアについて

�



10





12



設定を始める前に

¸
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 設定を始める前に

設定を始める前に
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 設定を始める前に

本機の名前を確認する

1〈認証〉ボタンを押します。

2 機械管理者 IDを入力し、［確定］を押します。
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 設定を始める前に

Windows にログオンするためのユーザー名とパスワードを記入する

1 Windows にログオンするためのユーザー名とパスワードを「コンピューターの情
報」 (P.18) の表に記入します。
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 ファクス機能
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 ファクス機能
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Windows からファクス送信する（ダイレクトファクス）

4［使用許諾契約の条項に同意する］にチェックし、［次へ］をクリックします。

5［ネットワーク接続］をチェックし、［次へ］をクリックします。
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Windows からファクス送信する（ダイレクトファクス）
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Mac OS からファクス送信する （ダイレクトファクス）
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 ファクス機能
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Mac OS からファクス送信する （ダイレクトファクス）

6［許可］を選択し、［決定］を押します。

7 メニュー画面が表示されるまで、繰り返し［閉じる］を押します。

8〈認証〉ボタンを押します。
認証が解除されて、〈認証〉ボタンが消灯していることを確認します。
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 ファクス機能

1［Software > MacFax> MacOSX > Common］ボリューム内にある、
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Mac OS からファクス送信する （ダイレクトファクス）
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 ファクス機能



47

Mac OS からファクス送信する （ダイレクトファクス）

ファクスを追加する

プリンターの一覧に、本機を追加します。ここでは、接続プロトコルで IP を選択してインストール
する手順について説明します。
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 ファクス機能

9［追加］をクリックします。

10 必要に応じてオプションの設定をして、［OK］をクリックします。
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Mac OS からファクス送信する （ダイレクトファクス）

9 送信先のファクス番号を確認し、［OK］をクリックします。
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ファクス受信した文書を、ジョブフローを使って コンピューターに振り分ける（ペーパーレスファクス受信）

5［ボックス名称］を押します。

6 登録するボックス名を入力し、［決定］を押します。

ジョブフローと関連付ける

7［ジョブフローの関連付け］を押します。

8［関連付けの設定 /変更］を押します。

9「ジョブフローを登録する」 (P.56) で登録したジョブフローを選択し、［決定］を押
します。
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 ファクス機能

10［自動実行］を選択し、［閉じる］を押します。

11 メニュー画面が表示されるまで、繰り返し［閉じる］を押します。

ボックスを電話回線で振り分け設定する

1〈認証〉ボタンを押します。

2 機械管理者 IDを入力し、［確定］を押します。

¸
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 ファクス機能

9［受信回線別ボックスセレクター］を選択します。
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 ファクス機能

5 メニュー画面が表示されるまで、繰り返し［閉じる］を押します。

6〈認証〉ボタンを押します。
認証が解除されて、〈認証〉ボタンが消灯していることを確認します。

コンピューターでファクス受信できたか確認する

1
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インターネットでファクス送受信する（インターネットファクスダイレクト）

¸
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 ファクス機能

37［SMTP］を選択し、［決定］を押します。
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 ファクス機能

5 ファクス送信先のメールアドレスを入力し、［閉じる］を押します。
送信先の指定方法については、機械管理者に確認してください。

6 メールの件名や本文を指定する場合は、［送信オプション］タブの［インターネット
ファクス件名］、［インターネットファクスコメント］をそれぞれ選択し、設定します。

7 必要に応じて、［ファクス /インターネットファクス］タブの送信濃度、［両面原稿送
り］、［原稿の画質］、
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 ファクス機能
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本機の宛先表を取り込み、ダイレクトファクスで利用する
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 ファクス機能
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本機の宛先表を取り込み、ダイレクトファクスで利用する

4［宛先表ファイルを参照する］を選択し、［参照］をクリックします。

5 保存した宛先表を選択し、［開く］をクリックします。

6［宛先表のデータの一覧］から宛先を選択し、［宛先へ追加］をクリックします。
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本機の宛先表を取り込み、ダイレクトファクスで利用する

コンピューターでファクス送信できたか確認する

1 Microsoft Internet Explorer（Webブラウザー）で、「http://（本機の IPアドレ
ス）」を入力し、〈Enter〉キーを押します。
例：http://192.0.2.1
　　　　　　└本機の IP アドレス

2
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 ファクス機能



スキャン機能

¸ スキャンした文書をボックスに保存し、コンピューターから取り出す（ボックス保存）............ 92
¸ スキャンした文書をコンピューターに転送する（PC保存）......................................................... 110
¸ スキャンした文書をメールに添付して送信する（メール送信）.................................................... 119
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スキャンした文書をボックスに保存し、コンピューターから取り出す（ボックス保存）

1［スタート］をクリックし、表示されるメニューから［コントロールパネル］を選択
します。
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 スキャン機能
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スキャンした文書をボックスに保存し、コンピューターから取り出す（ボックス保存）
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 スキャン機能

4 お使いのコンピューターのOS（オペレーティングシステム）が自動判別されます。
ダウンロードページに進みます。

5 ネットワークスキャナーユーティリティ 3のダウンロードページに進みます。
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 スキャン機能

3［ダウンロード］をクリックし、［商品一覧から選ぶ］の［ソフトウェア］をクリッ
クします。
弊社公式サイトの構成やデザインは、予告なく変更されることがあります。
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スキャンした文書をボックスに保存し、コンピューターから取り出す（ボックス保存）

5
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 スキャン機能

スキャンした文書をコンピューターに転送する（PC
保存）

スキャン機能で読み込んだ文書をPDFや DocuWorks 文書などに変換し、FTPや SMBのプロトコ
ルを使ってネットワーク上のコンピューターに転送できます。

¸ お使いの機種またはオプションの装着状況によっては、この機能は利用できません。詳しくは、弊社の営業
担当者にお尋ねください。
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 スキャン機能

2［宛先表登録（短縮宛先登録）］を選択します。

3 任意の［（未登録）］を選択します。

4［宛先種別］を選択します。
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 スキャン機能

文書をスキャンして、コンピューターに保存する

1
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 スキャン機能

*○ : 設定が必要です。△ : 必要に応じて設定します。
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 スキャン機能
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スキャンした文書をメールに添付して送信する（メール送信）
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 スキャン機能

3［POP3サーバー - サーバー名 /アドレス］を選択し、［確認 /変更］を押します。

4 表示されたキーボードで、サーバー名または IPアドレスを入力し、［決定］を押し
ます。

5［POP3サーバー - ログイン名］を選択し、［確認 /変更］を押します。

6 表示されたキーボードで、ログイン名を入力し、［決定］を押します。

7［POP3サーバー - パスワード］を選択し、［確認 /変更］を押します。

8［新しいパスワード］を入力します。［キーボード］を押して、［新しいパスワード］
画面を表示し、パスワードを入力します。
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 スキャン機能

4 表示されたキーボードで、サーバー名または IPアドレスを入力し、［決定］を押し
ます。

5［仕様設定 /登録］画面が表示されるまで、［閉じる］を押します。
6［はい（再起動する）］を選択します。

本機の宛先表にメールアドレスを登録する

1［登録 /変更］を選択します。

2［宛先表登録（短縮宛先登録）］を選択します。

3 任意の［（未登録）］を選択します。
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スキャンした文書をメールに添付して送信する（メール送信）



134

 スキャン機能

受信した文書をコンピューターで確認する

1 コンピューターで、本機のアドレスから送られているメールを開き、添付文書を確
認します。

¸ Windows®



プリント機能

¸ Windows からプリントする................................................
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 プリント機能

Windows からプリントする
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 プリント機能
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 プリント機能

手動でプリンターを追加してインストールする

手動でプリンターを追加してプリンタードライバーをインストールする方法を説明します。プリン
ターが自動的に検出されない場合は、この方法を利用します。

1 ダウンロードした標準ドライバーを、ダブルクリックします。

¸ ドライバーのダウンロード方法については、「プリント用の標準ドライバーをダウンロードする」 (P.137) を
参照してください。

2 使用許諾条件を確認し、［はい］をクリックします。

3［インストールの開始］をクリックします。

¸
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Windows からプリントする

次の画面が表示された場合、インストールを完了するために、コンピューターの再起動が必要です。
［完了］をクリックすると、コンピューターが自動的に再起動されます。
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 プリント機能
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 プリント機能

3 使用許諾契約を確認し、［続ける］をクリックします。

4［同意する］をクリックします。
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Mac OS からプリントする

5［続ける］をクリックします。
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 プリント機能

5［アドレス］に、本機の IPアドレスを入力します。

6［ドライバ］から［ソフトウェアを選択 ...］を選択します。
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Mac OS からプリントする

7 表示されたドライバの一覧から、
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 プリント機能
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プライベートプリントでプリントする（プライベートプリント）

本機にユーザーを登録する

1
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 プリント機能

5
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プライベートプリントでプリントする（プライベートプリント）

［プライベートプリント］ボタンを表示するように設定する

メニュー画面に［プライベートプリント］ボタンを表示させる場合は、次の手順で設定します。必
要に応じて設定してください。
ここでは、メニュー画面の補助機能ボタンに設定する方法する方法について説明します。
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 プリント機能
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 プリント機能

5 蓄積した文書の一覧から、プリントする文書を選択し、［プリント］を選択します。
一度に複数の文書を選択できます。

6 プリントしたあと、蓄積した文書を削除するかどうかを選択します。

7〈認証〉ボタンを押します。
認証が解除されて、〈認証〉ボタンが消灯していることを確認します。
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ユーザーごとに枚数管理、機能利用制限を設定する（集計管理 /ユーザー登録 /利用制限の設定）

�ユーザーごとに集計管理を行うと同時に、使える機能を制限したい

本体認証を設定
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ユーザーごとに枚数管理、機能利用制限を設定する（集計管理 /ユーザー登録 /利用制限の設定）

5［本体認証］を選択し、［決定］を押します。
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 認証、集計機能

2 登録したい番号を選択し、［登録 /確認］を押します。

3 登録するUser ID を入力し、［決定］を押します。
User ID は半角英数字 32文字以内で設定します。

4［ユーザー名］を選択します。

5 登録するユーザー名を入力し、［決定］を押します。
ユーザー名は全角 16文字以内、半角 32文字以内で設定します。

6［パスワード］を選択します。
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 認証、集計機能

4［レポート /リストの出力］を選択します。

5［ユーザー別集計管理］を選択します。

6 出力したい集計管理レポートのボタンを選択します。

7［ユーザー番号（複数選択可）］で、集計管理レポートを出力したいユーザーのUser
IDの範囲を選択します。
すべてのユーザーを選択したい場合は、［すべて選択］を選択します。

8〈スタート〉ボタンを押します。
集計管理レポートが出力されます。
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 認証、集計機能

3
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